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論文の要旨及び判定理由 

 

 認知症家族介護者はストレスを感じることが多く、健康リスクも高いため、認知症の人

と同様に適切な支援が必要である。各種研修や教育プログラムなどの支援が有用である

が、利用のしやすさや継続性などに問題があり、簡便に家族介護者が一人でも実施できる

支援方法の開発が必要である。本研究は、認知症家族介護者26名を、介入群と対照群に無

作為に割り付け、ポジティブ心理学を応用して開発した、１日にあった良いことを３つと

その理由及び自分を褒める言葉を書く日記（ポジティブ日記）の効果を検証した。介入期

間は４週間で、介入群は毎日のポジティブ日記の記載、対照群はその日の３食の食事の記

録を行った。主要アウトカム評価項目は、認知症の行動・心理症状（behavioral and  

psychological symptoms of dementia: BPSD）の重症度を示すNeuropsychiatric  

Inventory Questionnaire（NPI-Q）、BPSDの症状に付随した介護負担感の尺度である 

NPI-D（Caregiver Distress Scale）および抑うつ症状の自己評価尺度であるCenter for  

Epidemiologic Studies Depression Scale（CES-D）であり、副次アウトカム評価項目

は、精神的健康状態表（World Health Organization-Five Well-Being Index: WHO-5）、

Zarit介護負担尺度短縮版（Short version of the Zarit Burden Interview: ZBI_8）、

介護充実感尺度（Caregiving Gratification Scale: CGS）および認知症介護肯定感尺度 

21項目版（Dementia Caregiver Positive Feelings Scale 21-item version: DCPFS- 

21）であった。加えて介入群の介入後にポジティブ日記実施の感想や介護への影響等を

聴取し、さらに、ポジティブ日記の記述内容をカテゴリに分類した。CES-Dには有意な交

互作用を認め、介入群で抑うつ症状の軽減を認めた。また、NPI-Q、WHO-5、ZBI_8、CGS

は、対照群に比して介入群で有意な改善を認めた。また、ポジティブ日記の実施に対し

て肯定的な感想が多く、ポジティブ日記の記述内容のカテゴリの記載数において、

「日々の努力へのねぎらい」のカテゴリで、WHO-5およびZBI_8の変化量と有意な相関を

認めた。本研究は認知症家族介護者のセルフケアツールとして、ポジティブ日記の有用

性を検証した研究であり、リハビリテーション学分野での重要な研究と認められ、博士

（保健学）の学位に値するものと判定した。 
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